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表－A.1 外貿コンテナの取り扱いのあった重要港湾におけるフレートトンベースでの輸送経路算定結果， 
TEUベースでの輸送経路推計結果及び海外フィーダー率の分析結果 

 

 

 

データ内容について 

・  2003年港湾統計において，TEUベースで外貿コンテナの取り扱いのあった全ての重要

港湾64港を対象とした．また，港湾名は，港湾調査規則別表によった．なお，本分析は，

我が国を発着する国際海上コンテナ貨物を対象としており，トランシップは含まれてい

ない． 

・  「フレートトンベース経路算定」は，港湾統計のデータを，集計整理した結果である． 

・  「TEUベース経路推計」は，港湾統計のデータを用いて，本資料に記載した手法によ

り推計した結果である．なお，このTEUベースでの経路推計結果は，算定の過程におい

て端数の処理があるため，年報等の数値と合わない場合がある． 

・  参考までに，TEUベースの経路推計結果に併せて，港湾統計データを集計した空コン

テナの取扱量も記載した． 

・  「海外フィーダー率」は，全国輸出入コンテナ貨物流動調査（2003年10月）の結果（参

考文献9）より）と，港湾統計データ（2003年，フレートトンベース）を用いた算定結

果である．また，これらを比較した結果を【考察】に記した．なお，この【考察】の内

容は，本文表－6の各行及び図－11の記号（○印，△印，▲印）と1対1に対応している． 

 

 

 

 




